
ペレット堆肥複合肥料による
コストダウンを目指して

ＪＡ菊池 代表理事組合長 三角 修



菊池地域は熊本県の北東部に位置し、東部並びに北部は、阿蘇外輪山系を有する中山間地、西部
並びに南部は菊池川、白川流域に広がる台地・平野部であり、自然豊かな地域です。

阿蘇山

菊池地域

熊本空港

大分県

熊本市

１ＪＡ菊池の概況



設 立：平成元年４月１日

出 資 金：４７億２，２５１万円
総 資 産：１,７８３億円

組合員数：組合員数 １４,５８７名
正組合員 ７,３４５名（６，６８４戸）
准組合員 ７,２４２名（６，１３１戸）

役 員 数：理 事 ３１名(うち 常勤役員３名)
監 事 ７名(うち 常勤監事１名)

職 員 数：職員数 ５７０名(うち 正職員４２１名)

支 所 数：８中央支所

主な事業量
貯 金 １，５４０億円
貸出金 ５３９億円
購買品供給高 １７２億円
販売品販売高 ２８５億円
長期共済保有契約高 ４，３７６億円

（令和４年３月末）ＪＡ菊池の概況 ２
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人億円 令和３年度
販売高 ２８５億 貯金高 １，５４０億
購買高 １７２億 貸出金 ５３９億
長期共済保有高 ４，３７６億

３ＪＡ菊池の概況（事業の推移）



 酪農部会・・・・・・・・１３７名

 肉牛部会・・・・・・・・・６５名

 養豚部会・・・・・・・・・・８名

 一貫繁殖牛部会・・・・・１０５名

 肥育用素牛育成部会・・・・・６名

 合計・・・・・・・・・・３２１名

４０才以下（７７名）・２３．９％）

 集落営農・・ ・ ・ ・ ・４３組織 ゴボウ部会・・・・・・・・・・・７９名

 人参部会・・・・・・・・・・・・６６名

 スイカ部会・・・・・・・・・・・６７名

 メロン部会・・・・・・・・・・・２５名

 苺部会・・・・・・・・・・・・・３９名

 甘藷部会・・・・・・・・・・・・３０名

 オクラ部会・・・・・・・・・・・３９名

 アスパラガス部会・・・・・・・・５２名

（熊本県版ＧＡＰ認定）

 花卉部会・・・・・・・・・・・・７２名

 椎茸部会・・・・・・・・・・・・２７名

 茶部会・・・・・・・・・・・・・２９名

 栗部会・・・・・・・・・・・・１５６名

 合計 ・・・・・・・・・・・・６８１名  女性部・・・・・・・１，７８７名

 青壮年部・・・・・・・・３０５名

主な組合員組織（統一部会） （令和４年３月末）

ＪＡ菊池の概況 ４



菊池米
・米の食味ランキング

特Ａ受賞1４回

菊池水田ごぼう
・昭和４２年頃稲作の裏作として取り組み
・畑ごぼうに比べ、色が白く、やわらかい
・生でも皮付きでも食べられるほど
・作付面積１５６ヘクタール
・平成３１年 ＧＩ（地理的表示）取得

カスミ草
・昭和47年、菊池管内で栽培始まる
・全国有数の産地として市場評価が高い
・作付面積２３ヘクタール

ＪＡ菊池の特産物 ５



ＪＡ菊池の特産物 ６

肥 育 出荷 ８，６５６頭 販売高 ８０億円

繁 殖 出荷 ６，０３５頭 販売高 ３２億円

養 豚 出荷 ５８，４６０頭 販売高 ２０億円

酪 農 生乳 ８８，０４２ｔ 販売高 ９８億円

その他 出荷 １，６１１頭 販売高 ４億円

合 計 ２３４億円

コントラクター３組合

デントコーン作付面積：1,161ha

ＣＢＳ 飼養頭数 ７４５頭
（乳用預託牛：193頭、繁殖母牛：213頭、肉用素牛339頭）

出荷頭数 ５０１頭
キャトルブリーディングステーション事業所



エ コ コ メ
”地球を大切にしたい”

その思いを込めて、お米を食べて
育った『えこめ牛』を生産してい
ます。

は、地球環境に優しいという意味を表す と を合わせた造語で、
えこめ牛とは、まさにお米を食べて育った地球環境に優しい牛です。

につながるわけは…
牛が地元のお米を食べることによって…

①輸入飼料を減らすことができます。

外国産トウモロコシと代替することによ
り食料自給率が高まるとともに、輸送の
際に排出されるCO2を削減できます。

②水田を守ることができます。

耕作放棄地の活用などにより飼料用米を作
れば水田が増え、農地の保全と地下水涵養
が1頭当り4,000トンにつながります。

③お肉の風味が増します。

旨み成分である不飽和脂肪酸含有量が高ま
りお肉の風味が増し、美味しくなります。

７ＪＡ菊池の特産物
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菊池地域

全国

熊本県

菊池地域 １８３，７１４人
熊本県 １７５万６千人
全国 １億２６９３万人

平成３０年を１００％とした人口推移グラフ

菊池地域
１９０，８２９人
１０４％

全国
1億１０９１万人
８８％

熊本県
1５１万１千人
８６％

出典：国立社会保障・人口問題研究所ＨＰ（http://www.ipss.go.jp/）出典：総務省統計局ホームページ

ＪＡ菊池の概況

(2040年)(2030年)

８



９緊急支援対策
危機突破緊急集会 生産部会からの要望

野菜園芸部会
からの要望

畜産部会
からの要望



１０緊急支援対策（９７００万円）
◇営農関係【1,899万円】
➢高度化成肥料・有機化成肥料・液肥・土壌改良資材を対象とし、値上り額の３割を助成
➢土壌分析・堆肥分析診断費用を助成（1検体2,000円）

◇畜産関係【4,992万円】
➢配合飼料・粗飼料に1,000円/ｔ
➢その他配合飼料に500円/ｔ

◇生活関係【1,020万円】
➢営農用Ａ重油早期引取緊急対策 → 表示価格より△10円/㍑
➢営農用軽油・灯油（米乾燥用） → 表示価格より△2円/㍑《組合員利用者》
➢営農用Ａ重油・灯油（茶・園芸用）→ 表示価格より△4円/㍑

◇農機車輌関係【200万円】
➢軽自動車貨物・小型貨物・中型貨物・大型貨物の車検料一部負担（@1,000/１台）

◇信用関係【1,600万円】
➢県の資金を活用した利子補給（5年間無利子）

◇共済関係【18万円】
➢営農・畜産の各生産部会員へ農作業用資材（軍手）の配布

2022年7月30日(土)
日本農業新聞



有機支援センター概要

有機支援センター旭志 有機支援センター合志

有機支援センター菊池

（４，１８６㎡） （６，９９２㎡）

（２，８８８㎡）

１１



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造①

醗酵槽
(堆肥の完熟化)

堆肥化処理機械

堆肥置き場
(段差利用)

１２



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造②

原料置き場
混合機への原料投入

牛ふんと鶏ふんの混合

１３



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造③

原料の風力による選別原料の投入槽

原料の粉砕

１４



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造④

ペレットの製造自動ペレット製造装置

連続生産される
ペレット堆肥

１５



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造⑤ １６

仕上げ乾燥（水分含有量10％前後）



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造⑥

フレコンバックへの詰め込みペレットの袋詰め

１７



牛鶏糞混合ペレット堆肥の製造⑦

製品化されたペレット堆肥

牛糞ペレット堆肥（Ｇ.Ｐ） 牛鶏糞混合完熟ペレット堆肥（Ｇ.Ｋ.Ｐ）

１８



Ｇ．Ｐ．
主要な成分の含有量等
○窒素 1.94%
○りん酸 2.80%
○加里 3.10%

ペレット堆肥の特徴
１．低水分のため長期保存可能
２．凝縮しているため散布が容易
３．ライムソワー、ブロードキャスターでも散布可能
４．広域流通が可能

有機支援センター概要

Ｇ．Ｋ．Ｐ
主要な成分の含有量等
○窒素 3.01%
○りん酸 4.19%
○加里 3.53% 

１９



○堆肥持込量：１１，８６８ｔ
○堆肥生産量：６，４７５ｔ／年（バラ 6,121ｔ、ペレット 354ｔ）
○堆肥化方法：開放型撹拌方式
○堆 肥 形 状：バラ、ペレット
○持 込 料：５００円／t
○施 設 面 積：約１４，０００㎡
○従 業 員：１４人
○主な取引先：ＪＡ熊本市

ＪＡやつしろ（熊本県八代市）
ＪＡ大浜（熊本県玉名市）
ＪＡ福岡市
福岡県柳川市の農業法人
佐賀県の商社

有機支援センター（３ヶ所）概要 ２０

ＪＡ福岡市グリーンセンター

≪令和３年度≫



＜令和３年度事業収支＞

バラ、ペレット ４，１１４万
処理料 ６０６万
運賃等 ６７７万

人件費 ２，７５７万
事業費 ９７５万
施設費 １，８９１万
その他 １，５０７万

事業支出７，１３０万

事業収入５，３９７万

有機支援センター（３ヶ所）概要

差引 △１，７３３万

（固定費含む）

２１



農家個別で行っていた堆肥の流通をＪＡが請け負うこととした

ＪＡ間連携について①

＜問題解決のために取り組んだこと＞

①流通 ＪＡ菊池有機センター

ＪＡやつしろストックヤード

各生産者へ

堆肥運搬コスト↓

地元の配送業者へ委託

いくつかの問題が発生
①流通の諸々 → 経費、距離・地形的問題
②堆肥の品質 → 高品質な堆肥を生産する必要
③他堆肥の競合 → 他地域の堆肥と差別化
④堆肥散布の依頼 → 散布する機械がない

２２



＜問題解決のために取り組んだこと＞

ＪＡ間連携について②

②堆肥の品質向上

・回転式の選別機を設置

（異物混入防止）

・堆肥づくり講習を受講

（認定制度「堆肥の達人」を取得）

２３

令和３年度熊本県堆肥共励会 大賞「熊本県知事賞」



＜問題解決のために取り組んだこと＞

ＪＡ間連携について③

③他地域の堆肥との競合

・両ＪＡの指導員間で毎年会議や研修を開催

（ＪＡ菊池が生産する堆肥の品質をアピール）

２４

④地域外では堆肥を散布する機械がない

・堆肥をペレット化

ライムソワー、ブロードキャスターでも

散布可能



ＪＡ間連携について（熊本県内・県外）

ＪＡ大浜
（玉名市）

ＪA菊池

年間４７７ｔの
堆肥を供給！

稲わらを
約１６００ﾛｰﾙ収集

２５

ＪＡ熊本市 ＪAやつしろ
堆肥流通のために
ストックヤード・ダンプ等を整備

ＪA福岡市



ＪＡ間連携について（熊本県内・熊本市）

JA熊本市
夏季限定『ＪＡ熊本市夢未来缶詰』

２６

平成２３年１２月よりみかんの取引開始

平成２６年 ８月よりみかん缶詰の取引開始

令和２年度 みかん缶詰取扱実績 ６９６ケース

令和３年度 みかん缶詰取扱実績 ７３９ケース



耕畜連携作業組合による堆肥散布 ２７



課題および今後の展開

（地域での課題）

・散布機械の充実

・圃場への進入口整備

（展開）

・耕種地帯のＪＡと連携を深める

・稲わらを安定的に確保する

さらなる畜産経営の安定を図る！

２８



課題および今後の展開

（展開）

堆肥の広域流通を推進するために・・・

・堆肥利用を促進するための方策

例）堆肥利用作物への認証制度など

・組織間連携をマッチングする組織を県域を越えて編成する

例）九州で１つ協議会を設置、情報共有

・広域流通に対する支援の充実

例）モデル事業、機械や施設整備事業

２９



みどりの食料システム戦略

2050年までに目指す姿として、

１．農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現

２．化学農薬の使用量をリスク換算で50％低減

３．化学肥料の使用量を30％低減

４．耕地面積に占める有機農業の取組面積を25％、100万haに拡大

３０



ペレット堆肥活用促進のための技術開発・実証試験の取り組み

低コスト
放熱器

堆肥１次乾燥の効率化（乾燥ハウスでの効率的な温風通気乾燥）
ペレット化の課題である乾燥を迅速・低コスト・最適化

燃焼材料
・RPF

・廃木材等

貯湯タンク

バイオマスバーナー

赤外線カメラ
表面温度から水分を推定し乾燥速度を調整
（攪拌間隔と熱供給量の両方を調整し制御）

乾燥ハウス

既存設備 ：乾燥３か月
本システム：乾燥１日
目標コスト：６円/kg

温水
温
風

攪拌装置

乾燥後水分
（20～25％）

放熱器からの温風

温水 放熱器

温風

RPF：古紙及び廃プラスチック類を主
原料とした固形燃料（25 MJ/kg)で比
較的安価（15円/㎏）

水分15％以下に仕上げ乾燥

既存設備：乾燥３日 本システム：乾燥＜１日

適
正
水
分
堆
肥

乾燥時間の短縮

３１

本システムによりペレット堆肥製造量：350ｔ/年（現状）⇒600ｔ/年（目標）



堆肥入り複合肥料の開発 ３２

資材価格高騰で農家にとって大変厳しい環境が
続いております。

また、持続可能な社会を目指すSDGｓ（持続可
能な開発目標）への取り組みでは、水質汚染の防
止や二酸化炭素の排出量の削減が求められており、
その一環としても循環型農業が注目されています。

そこで、片倉コープアグリ株式会社、熊本経済
連と協力して、堆肥入り複合肥料の開発を進めて
います。

JA熊本経済連



堆肥入り肥料の試験
菊池水田ごぼう

肥料名 施肥量
成分量（㎏） 現行（当用/税込） 改定後（当用/税込）

現行差額
Ｎ Ｐ Ｋ Ｍｇ 単価 10a金額 単価 10a金額

LP B－40 120㎏ 16.8 16.8 16.8 3,267 19,602 4,444 26,664 7,062

サンライム 180㎏ 748 6,732 748 6,732 0

ホスビタ 60㎏ 6.0 6.9 2,937 8,811 3,388 10,164 1,353

合 計 16.8 22.8 16.8 6.9 35,145 43,560 8,415

肥料名 施肥量
成分量（㎏） （当用/税込） 設計案（当用/税込）

慣行差額
Ｎ Ｐ Ｋ Ｍｇ 単価 10a金額 単価 10a金額

堆肥入り 12-8-3 140㎏ 16.8 11.2 4.2 2,520 17,640

サンライム 180㎏ 748 6,732

ホスビタ 80㎏ 8.0 9.2 3,388 13,552

スーパーマグ 20㎏ 8.8 2,167 2,167

合 計 16.8 19.2 4.2 18.0 40,091 -3,469

※土壌分析結果をもとに堆肥投入及び葉のすき込みによりカリ過剰が発生しているため、
カリ低減肥料の提案と塩基バランスの調整として苦土の施肥をおこなう。

※試験圃：３戸（１０ａ／戸）

※堆肥入り 12-8-3 試験施肥量：４２０ｋｇ（＠２０ｋｇ×２１袋）
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行
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堆肥入り肥料の試験

作物及び使用肥料 現行肥料代 改定後 設計案

秋冬人参
堆肥入り １２－１０－ ５

19,690 26,400
(＋6,710)

20,996
(△5,404)

春大玉スイカ
堆肥入り ７－ ３－ ３

36,014 40,876
(＋4,862)

32,906
(△7,970)

カスミソウ（地床）
堆肥入り ８－ ４－ ３

31,284 36,828
(＋5,544)

35,442
(△1,386)

大麦 （はるしずく）
堆肥入り ２－ １－ １

10,109 11,473
(＋1,364)

11,233
(△240)

小麦 （チクゴイズミ）
堆肥入り ２－ １－ １

12,133 16,225
(＋4,092)

15,833
(△392)
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